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謹んで地震災害の
お見舞いを申し上げます

この度の兵庫県南部地震により被災されま した皆様に対しま して、

心からお見舞いを中し上げます。

一日も早く復旧されますょ うお祈り申し上げます。

なお、弊社に対し多数のお問い合わせを頂き、ご心配をお掛け致しまし

た。 社員、 家族および設備等には幸い被害はございませんでした。

多数のお見舞いに深謝致します。

㈱国際電気通信基礎技術研究所

A T R  R & D 各 社

<表紙解説>
光で光を切る半導体素子

将来の高度情報化社会においては、 よ り 速 く 、  よ り大容量のデ一夕を伝送する必要があり 、光にデータ
を乗せたままですべての処理を行なう全光型情報処理システムが望まれています。  図の素子は、 そ の よ う
なシステムの基本要素となる半導体超格子構造を利用した全光型ゲー ト素子で、 ATR光電波通信研究所
で試作したものです。  この素子は約800nmの波長の赤外線をスイッチングしますが、 カラ一写真ではこの
光は写らないため、  赤外光の透過して来る部分に赤色レーザ一光を入射して透過させ、  疑似的に光出力を
表わしています。詳しくは関連記事「光で光を切る 一半導体超格子を用いた光スイッチング素子一」 (8,
9ペー ジ )  を ご 参照 く だ さ い 。
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e巻頭言

ATR光電波通信研究所は、 将来の高度な通信インフラス  ト ラ ク チ ャ 一構築に大 き く 貢

献できるような種々の要素技術の研究開発に取り組むことを使命としている。  従つて 、  通

信の世界の現状と動向を踏まえた上で、  その先がどのような姿であるべきかを十分考える

と ころから仕事が始まる。

例 と し て 、  自動車電話用の車載アンテナを考えると、現状では、全ての方向からの電波

を捕える無指向性の棒状アンテナが用いられている。  車が走行 に よ っ て ど っ ち を 向 こ う と

必要な電波を捕えられる点は好都合であるが、  難点は妨害となる電波も全ての方向から

拾 つ て じ ま う こ と で あ る 。  この難点を解消するために、方向性を持つたァンテナを車に載

せ、必要な電波が到来する方向にその向きを制御することが考えられている。  しかし、高

速で向きを変える車の走行に合わせて必要な電波の方向にアンテナを制御することは容易

ではない。  当所では、 その先の手段として、 多数の素子アンテナからなるアレーア ン テ ナ

に着日し 、各素子アンテナが受信した電波 (妨害電波も含む ) をデ ィジタル量に変換した

上で処理する手法を開発すべきであると判断した。  デ ィ  ジ夕ル信号処理用I  Cの急速な進

歩も取り入れ、  A 4 判程度の大きさのボー ド 4 枚 に よ っ て 、  走行中の車から必要な電波の

みを受信し、 また、  必要な方向へのみ電波を送信する画期的な技術の確立に見通しをっけ

る こ と がで き た 。

上記の技術は、 周波数の有効利用や移動通信の広帯域化に大きく貢献できようが、  広帯

域通信に関しては、最近、  マルチメディアの話題で持ち切りである。  A T R が所在する関

西文化学術研究都市における、家庭と光ファイバーで 結 ん だ 或 る フ ァ ッ シ ョ ン メ ーカーの

実験の一つに、  最新のドレスやコー トを着たモデルの動く映像を送り、  お客さんは各家庭

の高精細T  Vを通じて満足できるまで品定めをし、  最も気に入つた品物を注文するとい う

のがある 。注文した品物は宅配便等で別途届けられる 。フ ァ ッシ ョンに限らず、日常的な

食品などの買物もマルチメディア通信システムを利用したテレシ ョ ッ ピングに多く移行す

るものと思われている。  マルチメデ ィアのその先は何であろ うか ?  情報の即時化の次は

実物入手の即時化であろう。  情報を入手しただけではお腹は満たされない。  注文した品物

を即、  手にするこ と を可能とする、 地中リニアモ一夕等による物流システムの超高速化へ

世の中が進むと私は見る。  そ し て、 超高速物流システムの効率的運用に果たす通信の役割

がまた大きい。

その先を考え、考えたことを実現するための努力を払うこ との中に進歩 ・発展が生まれ

る。  A T R光電波通信研究所はそのようなことを可能とする研究機関で在り続けたい。



e研究動向紹介

あなたの大切な情報を守り  ます

ーデ ータベースのセキュリティ設計支援一

( 株 ) A T R通信システム研究所

通信 ソ フ ト ゥ ェ ア研究室

下村 隆夫、沖  也寸志

情報化社会の高度化に伴い、 通信ネッ ト ヮー クの提供するサー ビスも多様化してきています。 ネ ッ  トヮ ー

クを管理する上でも、 サー ビスや顧客に関する、 ますます多くの情報を扱うことになってきており、  漏換

や改ざんから大切な情報を守ることが重要な課題となっています。 ここでは、 当研究所で研究している、

こうした課題に応えるデータベー スセキュリティの設計を支援するシステムにっいて御紹介します。

国 知らないうちに情報が漏洩している l ?

社内のプロジェク  トを管理するデータベース にっ

い て 考 え て み ま し ょ う  ( 図 1 ) 。 プ ロ ジ ェ ク ト デー

タベー ス には機密デー タベー ス S P と 一 般 デー タ

ベース Pの 2つの種類があるとします。管理者Mは

機密データベース S P の内容を見る こ とはでき るが 、

社員 Eは見る こ と も書 き込むこ と もで きない と し ま

す。一般データベー ス P は 、管理者Mは見る こ と も

書き込むこ と も で き るが 、社員 Eは見る こ と だけが

許 可 さ れ て い る と し ま し ょ う 。  こ の プ ロ ジ ェ ク ト

データベースを運用していると、ある日、突然、社員

Eに機密データベース S Pの内容が漏れていました。

ど う し て こ の よ う な こ と が 起 こ る の で し ょ う か ?

データベー ス内に格納されているデ一夕に対して、

ユーザ毎に読み込みや書き込み等のアクセス権を設

定しただけでは情報が漏洩してしまう場合があるの

で す 。 プ ロ ジ ェ ク ト データベースの例では、管理者

Mが機密データベース S P 内に記録されているプ ロ

ジェクト Xに関する戦略、予算、担当者等の情報を

読み出し 、知らずに、あるいは、誤つて 、 それを一

般データベース Pに書き込んだとします。  する と 、

図 1 に示すよ う に 、 プ ロジ ェ ク ト X の機密性の高い

内容が社員Eの目にふれてしま う こ とにな ります 。

国 どのようにして情報を守るか

プ ロ ジ ェ ク ト データベースの例のよ うに 、社員 E

に機密性の高い情報が間接的に漏洩してしまう経路

を隱れパスと言います。  データベー ス の セ キ ュ リ

ティを実現するには、  このよ うな隠れパスを検出し、

情報の漏洩が起こらないようにする必要があります。

当研究所では、情報フロ一制御モデルとい うセキュ

リ テ ィ モ デルに基づいてデー タベー ス の セ キ ュ リ

ティを実現する方式にっいて研究しています。

情報フ ロー制御モデルでは、 デ一夕と、  デ一夕に

ア ク セ スす るューザに対 し て セ キ ュ リ テ ィ  レベルと

い う レベルを設定します 。そして 、セキュ リテ ィ レ

ベルの低い方からセキュリティレベルの高い方への
み情報が流れる よ う にデータベースへのアクセスを

制御します。従つて 、 図 2 に示す ょ う に 、 ユーザは

セ キ ュ リ テ ィ  レベルの低いデ一夕を読み込むことが

でき 、 ま た 、 セキ ュ リ テ ィ レベルの高いデータ に書

き込むことができます。  しか し 、 セキ ュ リ テ ィ レベ

ルの高いデータ を 読 み 込 む こ と と 、 セ キ ュ リ テ ィ レ

ベルの低いデ一夕に書き込むことは禁止されます。

この よ うにする と 、 セキ ュ リ テ ィ レベルの低いュー

ザは、セキュリティレベルの高いデータの内容を見

る こ とができないので、  機密情報が漏洩するのを防

ぐ こ とができます 。

セ キ ュ リ テ ィ レベルの低いデ一夕に書き込むこと

を禁止しているのは、 隠れパスを生じさせないため

です。 も し 、 セ キ ュ リ テ ィ レベルの低いデ一夕に書

き 込む こ と を許可 し て し ま う と 、 先述の例 ( 図 1 )

のように隠れパスが生じます。

回 どのようにしてセキュリティ レベルを設定するのか
セ キ ュ リ テ ィ  レベルに基づいてデータべースのア

クセ スを制御する こ とに よ り 、隱れパスをな く し 、

データベース の セ キ ュ リ テ ィ を 実現す る こ と が で き

ますが、それでは、  このセキュ リテ ィレベルはどの

よ う に し て 設 定 し た ら よ い で し ょ う か ?  こ の セ

キュ リテ ィレベルはあらかじめシステムで設定して

おく必要があります。

データベー スに対するセキュ リティ上の要求条件

には、  ユーザがあるデ一夕にア クセ ス したい とい う

アクセス要求と 、  あ る データにはあるューザか らの
アクセスを禁止したいとい う機密要求とがあ ります 。



本方式では、 ( 1 ) こ れ らの 2つのセキュ リテ ィ上の要

求条件を受け付けて、 ( 2 )これらの要求の間の矛盾、

即ち、隠れパスがないかどうかを調べ、 ( 3 ) も し 、矛

盾が存在すれば、 アクセス要求を変更する等の方法

に よ り 、  矛盾を解消した上で、 ( 4 )アクセス要求と機

密要求を満たすょ うにセキュリティレベルの設定を

行います。

回 セキュリティ レベル設定例

次世代デー タベー ス と し て 注目 さ れ て い る オ ブ

ジ ェ ク ト 指向デー タベースのセキ ュ リ テ ィ 設計に適

用した例を図3に示します。  オブジ ェ ク ト 指向デー

タベースでは、デ一夕はいくっかのクラスに分類さ

れ、 ク ラ ス内のデータは、  ク ラス毎に定義されてい

る メ ソ ッ ド と 呼ばれ る手続 き を介 し て ア ク セ ス さ れ

ます。 この顧客情報データベー スに対するァクセス

プ ロ ジ ェ ク ト デー タ ベー ス

機 密 デ ー タ ベー ス S P 一 般 デー タベー ス P

経n
↓R (管理者Mが
機密デー タ ペ ー ス か ら

プロジェク ト X を読み込む )

R W  it ,, R W
w (管理者Mが ↓
プ ロ ジ ェ ク ト X を  R ( 社員 Eが

一般データペースに審き込む )  一般データベースから

プロジェ ク ト X を読み込む )

R W  R W

R :  Read許可 R :  Read禁止

W :  Writ e許可 W :  Write禁止

図 1 プロジ .コ,ク トデータべースと機密が漏洩する隠れパス

セ キ ュ リ テ ィ レ ベ ル

要求とは、  たとえば、  「ユーザAはすべての情報を

見たい 」 とい うものです。機密要求は、  「ユーザ C

には加入者の加入サー ビス情報を見せたくない 」 と

い う よ う な も の です 。 セ キ ュ リ テ ィ 設計支援シ ス テ

ムでは、 これらの要求の間の矛盾を検出し、矛盾が

あれば、それを解消した上で、それらの要求を満足

す る よ う に 、  ク ラ ス 、  クラス内の各々のデ一夕 ( イ

ン ス 夕 ン ス と 呼 ぶ ) 、 メ ソ ッ ド 、 お よ び 、 ユーザ に

対して、セキュリティレベルを自動的に設定します。

ユーザ Aのセキュ リ テ ィ レベルは 3に設定され 、全

て の メ ソ ッ ド 、  ク ラ ス 、 イ ン ス 夕 ン ス の セ キ ュ リ

ティレベルは3以下に設定されていますので、ユー

ザ A は メ ソ ッ  ドを介して顧客情報デー タベー ス内の

全ての情報にアクセスできる こ とがわか ります 。ま

た 、 ユーザCのセキュ リテ ィ レベルは 1で 、加入者

の加入サー ビス情報のセキュ リティレベルは 2ある

いは3ですので、加入サー ビス情報を見ることがで

き な い よ う に な っ て い る こ と が わ か り ま す 。

国 ぉわりに

ここでは、  個々のデ一夕に対する直接の機密保護

にっいて述べましたが、  当研究所では、 あ る デー タ

の内容から他のデー タの内容が推定されてしまう 、

いわゆ る推論に よ る機密漏洩に対するセキ ュ リ テ ィ

に関する研究も進めています。

高

低

← 情報 は セ キ ュ リ テ イ レ べ ル の
低い方から高い方へ流れる

← ューザ Bに対する情報フロー

図 2  情報フロ一制御モデル

機密要求例

〇ユーザCには加入者の加入

サービス惜報を見せた くない

● ユ ー ザ B . ユーザCには特別
サービスの存在を知られたくなし

〇一一

口
n
0（s
）ユーザ A ( 3 )  は全ての精報 ( 1 , 2 , 3 ) にアクセスできる .
ユーザC ( 1 ) は加入サーピス情報 (2 , 3 ) を見るこ とが で きない.

図 3  顧客情報データベースのセキ ュ リ テ ィ  レベル設定例
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E,研究動向紹介

言葉を覚えて声を聞  く

一高精度な音声認識のための言語的知識の獲得一

(株)ATR音声翻訳通信研究所

第一研究室

磯谷  亮1商li、村上 仁一、He lmu t L u c k e

コ ンピュータで会話文の普声認識をより精度よく行なうためには、 音響的特性の比較基準となる音響パ夕 ンのモデ

ルに加え、 構文や語知こ関する言語的な知識が必要になります。 従来の小規模認識システムでは言語的な知識

を人手で与えてきましたが、 この方法では扱う語集数が限られ、 より変化に富んだ自然な会話文を対象に含める

ことは困難です。 このため、言語的知識を大 l1i1iのテキストデ一夕から統計処理により自動的に獲得する方法の開

発が必要です。 ここでは、 統計的な言語モデルとその音声認識への通用にっいて私たちの研究を紹介します。

[1] 言葉を知らないと音声は認識できない

私たち人間が人の会話を聞いて書き取ろうとすれ

ば、ほぼ間違いな く書き取るこ とができます 。  こ の

こ と か ら 、  私たちは音声を一音一音正確に聞き取れ

てい る よ う に思 う か も知れ ません 。  しかし、  一連の

音声から個々の音を切り出して単音として聞かせる

と 、意外に正し く認識できないものです。つま り 、

私たちは音声を一音一音ではなく 一つの連な り と し
て 、  半ば無意識のうちに単語や言い回しなどの言葉

の知識を使って、  不完全な音 も間 き取つてい るので

す。 同じ こ とが コ ン ピ ュ一夕によ る音声認識にもあ

てはまります。個々の音の認識には限界があり、よ

り精度よく認識するためには言葉に関する知識で不

完全な部分を補わなければなりません。  そのため、

使われる語彙やそれらの接続に関する規則を明らか

にする必要があります。  こ の よ う な 規則 を 一般に言

語モデルと呼びます。

[2] 言葉を自動的に学習する

現在の と こ ろ 、  規則は言語の専門家が作成してい

ます。 しかし、これは大変手間のかかる作業で、扱

う 語1集数が少ないうちはまだよいのですが、  增加し

て く る と い よい よ大変にな り ます 。  そこで私たちは、

極めて多くの会話例文を集めた大規模言語デー タ

ベースから統計的な手法によって規則を自動的に学

習し、  それを音声認識に役立てる手法にっいて研究

を進めています。  このよ うにして作成された規則は

「統計的言語モデル」 とょばれています。

[3] 直前の (/V - 1 )  語から次の単語を予測する
- / V - g r a mモデルー
統計的言語モデル と し ては 、単語の b i g r a m が

最 も よ く 使 われ て い ま す 。  このモデルは 、例えば

“会議”  の後に “ に ”  とい う単語に選移する確率を

あらかじめ大量の言語データベー スから計算してお

いて、 この確率を加味して音声認識を行なうもので

す。 b i g r a m は 1つ前の単語から現在認識し ょ う と

している単語への遷移確率ですが、 2つ前の単語ま

で考えるものを t r i g r am、一般 に N - 1個前の単語
ま で 考 慮 す る も の を f V - gra m と 呼 ん で い ま す 。

A f が 大 き過ぎ る と確率値の推定に用いるサンプル

数が少なくなり信頼性が低下するため、通常 _1、、l 「 = 2 ,
3 の 値 を と り ま す 。  これらのモデルは単純ですが、

実際の音声認識においてかなり有効であることが知

られています。

[4] 単語のグループ化により信頼性を高める

- Ergod i c  H M Mの利用一

単語の N - g r am は確かに有効なのですが、  問題

点の一つに、 大量の言語デ一夕を収集しても起こり

得るすべての単語の組合せは網羅できない、  と い う

点が挙げられます。  その解決方法の一つとして、  単

語をグループ化してN - gr a m を計算する方法が考
え ら れ ま す 。 た と え ば “ 会 議 ” か ら  “ に ” への単語

間の遷移確率の代わりに、  “名詞” か ら  “助詞” へ

のグループ間の遷移確率を用いようとするものです c

そ こで 、  『構文的に同じよ うに使用される単語は同

じグループに属するのが妥当である 1 と い う 考 え 方

に基づいて単語をグループ化します。  このグループ

化 と グ ループ間の遷移確率は、  「 E r g o d i c H M M

( H i d d e n  Ma r k o v  Mode1 ) 」 と い う モ デ ル を 用 い

る こ と に よ り 言 語 デー タベースから自動的に学習す

ることができます。実験では、同じ品詞に属する単

語が一つのグループになることが多いのですが、  同

じ品詞でも接続する単語の性質が異なる格助詞 ( 例

え ば “ が ”  と “を ” )  は複数のグループに分かれる
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など 、  興味深い結果が得られています。

[国 離れた単語間の関係も捉える

一付属語の/V - g r amと自立語の/V - g r a mの提案一
また 、  隣接した単語のN - g r a mの性質に加え、
離れた単語間の関係を積極的に利用することも有効

です。た とえば 、  “̃ は ̃ が ”  といった文型はよ く

見 ら れ る が “ ̃ が ̃ が ” は少ない とい う よ う な構文

的な関係や、  “会議”  の後には助詞などをはさんで

開催 ”、 “ 参 加 ” な ど の 語 が来やすい と い う よ う

な意味的な関係は、 離れた単語間に現れます。 こ の

よ う な 関係 を捉 え る た め に 、  付属語のN - g r a m 、
自立語のN - g r a m モデルを考案しました。  これは、
文中の “ は”、 “が ”、 “です” のような付属語のみ、

あ る い は “ 会 議 ”、 “ 申 し込む ” の よ う な自立語の

みに注目してその単語間の遷移確率を用いるもので

す。 音声認識結果の文節候補から最適なものを選択

する実験においてこのモデルが有効であることを確

認しました 。  さ ら に こ れ ら と 単 語 のN - g r a m を 併

用した音声認識方式についても検討しています。

[6] ょ り複雑な構造を自動学習する
一 B L l アルゴ リズムの提案一

音声認識の精度を高めるのにN - g r a m 等の単語
遷移の情報が有効であることを述べてきましたが、

より複雑な文の構造を把握することも必要です。言

語学では、 文法規則に基づいて文を木構造の形で表

現します。図 1に、その簡単な例を示します。

前にも述べた通り 、  文法規則を人手によって作成

するのは限界があります。  そこで私たちは、規則を

文法規則

s

xv一n::
私

議
は
へ
で

一an

TA

↓
↓
=
↓
↓
一aA↓
↓
↓
↓V

S
BS
BS
V

N
N
N
p
p
p
V
auX

例文から自動的に見つけ出す方法「BL I  ( B a y e s i a n

L a n g u a g e  I n f e r e n c e ) アルゴ リズム 」を考案しま

した。 このアルゴ リズムでは、文法規則をまったく

知らないと ころから出発し 、  データベースから例文

を読み込みながら徐々に規則を学習していきます。

学習の各段階で、 例文に対して生成される木構造を

解析し 、 さ らに例文を効率よ く表現でき る よ う な上

位の木構造を探索することによ り 、規則の追加、更

新を行ないます。  はじめは例文を 1単語ごとに分割

しますが、 学習が進むにっれ、 次第に単語から木、

さらに上位の木へとま とめてい く ょ う に な り ます 。

実施例としては、  十分学習を繰り返した結果700個

の文法規則が学習されました。  こ のアルゴ リ ズ ムに

よって文に与えられる構造は、  言語学者が与えるも

のと よ く一致しています 。  一例を図2に示します。

li] むすび
音声認識をよ り精度よ く行な う ため 、 コ ンピ ュー

タが例文から言葉の規則を自動的に学習する方法に

ついて紹介しました。  今後は、 言い淀みや言い直し

など 、  話し言葉にみられるさまざまな現象にも対応

できるような高度な言語モデルの研究を進めていく

予定です。

ぐ
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図 2  学習された木構造の例

文の木構造
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図 1  文法規則と文の木構造の例 ( S = 文 , B S = 文 節 ,  V 一動詞,  N=名詞, P = 助 詞 , a u x V = 助 動詞 ) 。



e研究動向紹介

物を見るための方程式

(株)  ATR人間情報通信研究所

第二研究室

志 沢 雅 彦

計算機に人間と同等の視覚機能を与える研究をコンピュ ー タビジョン ( C V ) といいます。  人間は、 複雑に

重なり合つた対象を瞬時に見分けることができます。 図1のような簡単な重なりであっても、C Vでは、

難しい問題の一つでした。 この種の問題の解決には、重なりを表現する数学的方法がポイントです。 この

ために、従来のCVの方程式を拡張する一般原理を見い出しました。 この原理は、重なり合つたものを一

瞬のうちに知覚する人間の優れた視覚機能の 1迷を解く鍵かもしれません。

[:l] 人間は、 重なりあった対象を一瞬にして見る
ことができる

図 1の図形はどのよ うに見えますか ? これは 、  2

枚の半透明シー トが重なりあったものです。  人間は、

この よ う な簡単な場合だけでな く 、  も っ と複雑な場

合で も 、 重 な り あ っ た対象を一瞬にして見分けるこ

とができます。  このような人間の優れた視覚機能を

C Vで計算機によって実現するには、  「 重な り _l を

数学的に表現する方法がポイン トにな ります。

図 1  重な り あ っ た 2 枚 の シー トに見えます。  これ

は透明視と呼ばれます。

国 「因数分解」の原理が「重なり」を表す

対象の重な り について考えます。 A とBを 重 な

る前の対象の像とします。  2つの対象を重ね合わせ

た像は、基本的には、 A とBの和の形で A 1 B と

表現されます。  しかし、  この重ね合わせの表現は、

重なりの 「生じかた 」を述べたにすぎません。  視覚

の 目 的 は 、 重 な り 合 っ た 像 か ら Aと Bの個々の

「解 釈 1 を求める こ とですから 、 これに適した重ね

合わせの表現法が必要です。重なり合った直線を解

釈する例で説明しま し ょ う 。

1 .  重な り 合 う 2 直 線の表現

図2 ( a ) ,  ( b )の点列から人間はそれぞれ1本の直線

と 2本の交差する直線を知覚することで、  それぞれ

の画像を解釈します。計算機にとっての画像の解釈

とは、画像内の対象が満たす方程式を求めることで

す。図2 ( a ) の解釈は、よく知られた直線の方程式か

ら、  a , b を 係 数 と し て y=a x + b あ る い は y - a x -
b- 0 と 表現できます 。  図2 ( b ) の場合はどう表現し
た ら よ い で し ょ う か ?  図中の任意の黒点 ( x , y )

に注目します。 この点は、 「 2 本 の う ち の少な く と

も ど ち らか一方の直線上にある _1はずです。  した

が っ て 、  「 y - a x - b -・ ・ 0 または y - c x d - 0 」 と 表
現するのが従来の考え方でした。

計算機は、係数 a , b , c , d を 求 め て 2 直 線 を 解

釈します。  しかし、 l y - a x - b =-・ 0 ま た は y - c x - d
,-- 0 _1表現では、 この と きに次の困つた問題が生じ

ま す 。 つ ま り 、 係 数 a , b , c , d を 求 め る た め に は 、

各 黒 点 が ど ち ら の 直 線 に 属 す る か が あ ら か じ め

決 定 さ れ て い る 必 要 が あ り ま す 。  一 方 、  係 数

a , b , c , d が未定では 、黒点がどち らに属するか

を判定できません。  ち ょ う ど 「要爲が先か 、卵が先

か 」の議論に似ています 。  こ れ は 、 セ グ メ ン テー

ション問題と呼ばれ、CVにとって実護題でした。

ところが、中学校で習つた因数分解の原理を用い

る と この問題が簡単に解決できる こ とが分か りま し

た 〔 1 〕 。因数分解の原理とは 1 P0 -- 0 1 と 1 f )・-
0 ま た はQ - 0 _l が 同 値 ( す な わ ち 、 条 件 と し て
等 価 で あ る こ と ) で す 。  2直線の表現法を因数分解

の原理に当てはめる と 、  「 ( y - a x - b ) ( y - c x - d )
0 」 と 「 y - a x - b 一=- 0 ま た は y - c x - d - - 0 」 と い
う 2 つ の表現が同値 と な り ま す 。 つ ま り 、  1 - y - a x

- b- 0 ま た は y - c x - d - 0 」 表 現 の か わ り に 1- ( y

- a x - b ) ( y - c x - d ) - 0 」 表 現 を 重 な り 合 う 2 直 線
の表現 と し て も良い こ と にな り ます 。  この方程式は、

図2 ( b )の 2直線上のすべての黒点が満たします。  し

た が っ て 、  すべての黑点がこの方程式を満たす様に

a , b , c , d を 決 め れ ば 良 い こ と に な り ま す 。  こ れ
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(a)

図 2  計算機に直線を解釈させる。  ( a ) 1本の直線が

見えます 。計算機は 、方程式 y = a x + b と し て解釈

します。 ( b ) 2本の重なりあった直線を解釈するには

ど う し た ら よ い で し ょ う か ?

は、 数学的には、 連立方程式に帰着されますから、

標準的な数値計算法を使って、  2直線の解釈が得ら

れます。  こ の と き 、  「y - a x - b- 0 ま た は y - c x - d
- 0 」 表現を用いた場合に生じたセグメンテー シ ョ
ン間題はありません。

2 .  重な り 合 う も の だ け で な く

従来のCVでは、複数の対象を扱うために生じるセ

グメンテーション間題を解決するために、対象を限定し

たり、方程式を近似したりして、 多くの方法が考案され

てきました。  それらは、 総じて大きな記憶容量か計算量

が必要でした。 前節で説明した考え方をさらに一般化す

る と 、 従 来の Cv の方程式の多くを複数の対象を解釈
できる形に拡帳する原理が得られます。 例では、 対象が

重なり合つている場合を示しましたが、 必ずしも重なっ

ている必要はなく、重なりのない複数の対象を画像から

解釈する場合にもこの原理は応用できます。

E] 人間は、 なぜ重なり合つた対象を見ることが
できるのか?

これまでは、 計算機が画像を解釈する原理にっいて

述べてきましたが、  その原理は、 人間が重なり合った

物を見るための原理でもあるのでしょ うか ?これは非

常に與味深い問題です。人間は、方程式で画像を解釈

しているとはとても思えません。  しかし、 同じ原理が、

方程式とは違う形で表現されていることは十分に考え

ら れ ま す 。 そ こ で 、  こ こ で示 し た原理を用いて 、

ニ ューラルネットと学習の理論を拡張することを現在

進めています 〔 2 〕 。  また、 原理や法則には実験に対す

る l予言能力」があります。この原理を仮説とし、そ

れから得られる予言を心理実験で検証することにより、

人間が物を見るメカニズムの解明に役立つことが期待

されます 。た とえば 、図 3は 、両眼で立体視をする

「ステレオグラム1  と呼ばれるものです。図3 ( a )のス

テレオグラムは、  2組の異なるステレオグラムを各点

ごとに足し合わせて作成しました。  寄り日をして左の

絵を右目で、 右の絵を左目で見てください。 訓練を積

むと、  図3 ( b )の様に、  中心部分が重なり合つた 2 枚 の

表面として見えるようになります。  この場合も、 直線

の場合と同様の重なり合いの表現法を用いることで、

複数の表面を方程式によって解釈できることが示され

ました〔 3 〕 。提案された基本原理は、このような人間

の高度な視覚機能のメカニズムを明らかにする鍵とな

るかもしれません。

(a)

(b)

図 3  ス テ レオグ ラ ムで も重な り あ っ た 2 重表面を

見ることができます。 ( a )左の絵を右日で、右の絵を

左目で見てください。  ( b ) この様な位置関係にある2

枚の半透明シー トを上から見たものが見られます。

[4] 物を視るためだけでなく

画像上で重なり合つた対象を計算機に解釈させるた

めの基本原理を見い出しました。それは、「因数分解」

の原理でした。複数の対象を1個の方程式でまとめて

表現することにより、シンプルな方法で解釈が可能にな

りました。この考え方は、一種の情報統合にほかなりま

せん。したがって、物を見るためだけでなく、人間によ

り近い情報処理機能を計算機で実現するための基本

原理として利用できるのではないかと考えています。

参考文献
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光で光を切る

一半期本超格子を用いた光スイッチング素子一

(株)ATR光電波通信研究所

通信デバイス研究室

細田  誠、富永  浩司

光は電磁波の一種として見た場合、一般に使われている電渡と比べて百万から1億倍ほどの高い周波数を持ってい

ます。そのため非常に高い周波数で変調できる可能陸を有し、多くの情報を光にのせることができます。また、光どうし

はあまり平渉し合わない性質を持っているため、通信においてメリットがあることは光ファイバーを用いた多重通信が

実用化されていることでもわかります。 ATR光電波通信研究所では、将来、高速、大容量の情報処理を光のままで行

なう全光型一情報処理システムの基本要素となる、 新しい多機能一全光型スイッチ素子の研究開発を行なっています。

[i] はじめに
将来の高度情報化社会においては、より速く、よ

り大容量のデ一夕を処理する必要があり、  光にデー

夕をのせたままで総ての処理を行なう全光型情報処

理システムが望まれています。  そ の よ う な データ一

処理器においては超短光パルスとして到来したデジ

夕ルデ一夕を高速に 0 N / 0 F F す る光ス イ ッチ 、デ

ジ夕ル光ゲー トが必要とされます。  こ の 光 ス イ ッ チ

に要求される仕様として第一に高速性があげられ、

そのため光をいちいち電気に変換し、  電気的処理を

していたのでは時間のロスがあるため、  全部光のま

までやってしまおうとい う全光型素子が要求されま

す。また、単にひとっのゲー トだけではたいした処

理も出来ませんので 、現在の L S I の よ う に半導体

基板上に多数個、集積できることも必要とされます。

当研究所では、 上記の要件を満たすことのできる光

信号処理素子、 WS L - SEED11 _ ( ワ ニ エ ・ シ ュ
タルク局在効果型一自己電気光学効果素子、 Wa n n

i e r - S t a r k  Loca l i za t i on  effect type Se l f - electro
- optic Ef fect  D e v i c e ) を ガ リ ゥ ム - ヒ素半導体
( G a A s ) による超格子構造 12l に よ っ て実現 し 、

その性能向上のための基礎研究および新規処理機能

実現のための試作、 開発研究を行なっています。

[:2] 半導体超格子とは
いきなり難しい題名ですが、  当所で研究している

光素子の基本構造である超格子の作製と物性にっい

て説明します。 まず、半導体超格子なるものですが、

次の様にして作製されます 。  G a A s の半導体結晶

を 薄 く 輪切 り に し た ウェフ ァ  ( 基 板 ) を M B E ( 分

子線エピ夕キシー ) と呼ばれる装置の中に入れます。

この装置はお寺の鐘のような形の大きな  ' 'おかま”

の中が高い真空 ( 字宙空間ぐらい )  になっていて 、

超格子を作製中に余分な原子(例えば空気中にある

酸素等 ) が超格子に く っつかない よ う に な っ てい ま

す。また 、  e'おかま ” の中にはヒー ターが あ っ て 入

れ た ウェフ ァ を 熱 し て お き ま す 。 次 に 、 G a ( ガ リ

ウ ム )  と A s ( ヒ 素 ) を る っ ぼ に 入 れ て お い て 熱 し 、

ビーム状になって飛んで来る原子  ( 実 際には A s 4

等の分子で飛んで来る ) を ゥェフ ァ に あ て ます 。す

る と ゥ ェファは熱せられているので、表面に付着し

た G a と A s の原子は熱エネルギーでゆす られて自

動的にG a A s に結合し 、  ウェフ ァ 表 面 に ま ん べ ん

な く G a A s 化合物の原子層を 1層づっ作つ て い き

ます。 原子層を幾つ作るかは分子線ビーム を あ て て

いる時間で制御します。  こ の よ う に し て 、成長時間

を測 りながら 1原子層づっ成長させていきます 121。

成長する化合物の組成はGaA sだけでなく、AIA s

( ア ル ミ ニ ウ ム ・ ヒ 素 )  も同様に成長します。上記

の M B E 装 置 で G a A s と AIA s と を 、 作 り た い 原

子層数ずっ交互にくっつけていきます。  これが超格

子と呼ばれるもので量子井戸構造とも呼ばれます。

この構造は 、いわばハムサン ドの よ う な もので 、パ

ンとハムとが交互に重ねられたよ うなものです。

G a A s と AIA s と はそれらの持つ電子のェネル

ギ一準位が異なっており、超格子の摸式図としてそ

のエネルギ一準位に注目して図版化すると図1 ( b )の

よ うに表わされ、この表現は論文等で一般に使用さ

れます。  G a A s の部分は AIA s の 部 分 よ り 準 位 が

低いので、  このG a A sの部分を量子井戸と呼びま

す。 それに対し 、 AIA sの部分は井戸を取り囲んで

お り 、  こ の部分 をバ リ ア ( 障 壁 )  と 言つています。

電子は光が来る前は図中にホール準位として実線で

示された下側のェネルギ一準位にいます。 光が来る

とそのェネルギーを も ら っ て  (光吸収)  実線で書い

た上の電子準位に上がれます。
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図 1  半導体超格子とヮニ工 ・ シュ夕ルク局在効果

[3l ヮ=工 ・ シュタルク局在効果
我々の作製 し てい る超格子では G a A s と AIA s

の厚みが例えば各々1 2原子層と3原子層 ( 1原子層

= 約 3 オ ン グ ス ト ローム )  とい う非常に薄いものを

1 0 0組重ねて作製しています。このように薄いAIA s

バリァを用いた場合、  ト ンネル効果とい う現象が起

き ま す l 2 。  これは電子が粒子ではなく量子力学的

には波動的な要素も持つているためですが、  そ う す

ると互いの量子井戸中の電子のエネルギ一準位間に

干渉が生じます。  ( 波 動のビー ト の よ う な も の で

す。 )  こ の 干 渉 に よ り 、 波 動 の 振 動 数 ( エ ネ ル

ギー ) は 単一ではな く な り 、広がって図 1 ( b ) の 右図

の よ う に 幅 の あ るェネルギーバ ン ド ( ミ ニ バ ン ド と

呼ばれている。 ) を形成します。  と こ ろ が こ の 超 格

子部にその両側に電極を付けて電圧をかけますと図

1 ( b ) の左図のように電位が各部分で異なってきます

ので電荷を持った電子のェネルギ一準位も場所ごと

に異なり、上に述べたような波動成分の干渉が生じ

な くなって電子のェネルギ一準位はもとの単一の準

位に戻ります。  これを ヮニエ ・シュ夕ルク局在効果

と呼びます l 3 。

図 1  ( b )の左右ふたっの図における電子が光を吸収

する と きの ェネルギ一差を比べてみると左図の方が

大きいこ とがわか ります 。  光はその波長が短い方が

高いェネルギーを 持 っ て い ま す ( 例 え ば 、 赤 よ り 青

の方がェネルギーが高い。  また、  X線は非常に波長
の短い光です。)  従 つ て 、  素子にかける電圧を増す

こ と に よ っ て図 1 ( b ) の 右か ら左に光吸収のェネル

ギ一準位を変化させた場合、  光吸収の始まる光波長

を短い波長側にず らす こ と がで き ます  ( 図 1 ( a ) ) 。

この効果を使えば図1 ( a )に使用波長として示した波

長の光を素子に入射しておき、  超格子部にかかる電

圧を何等かの方法で変化させる こ とに よって 、光を

吸収させて止めた り  ( 0 F F ) 、  吸収させずに通過さ

図 2  S E ED素子構造図

せた り  ( 0 N )  出来るわけです。図 2に実際の素子

構造を、 この本の表紙に50ミクロン角の試作素子の

外観を示します。 光は超格子層に対し、 垂直に入射

され、  表から裏側に 0 N / 0 F F されて抜けて行きま

す 。 こ の よ う に 平面型デバ イ ス ・ ア レ イ と す る こ と

に よ り 、  光の場合、 並列化アーキ テ ク チ ャーが容易

となる利点もあ ります。

回 超高速光スイッチングを目指して
現在の主な課題は如何にしてス イ ッチング速度を

高速化するかであ り 、  そのためには超格子内の光

キ ャ リ アーの輸送過程を解明する必要があり、  その

基礎研究に集中しています。 現在、 研究を進めてい

る光素子は 、理論的には 1 0 p s ( 約10 - 1 1 秒 、 ス

イ ッチング速度 =約 1 0 0 G H z ) のオーダーの超高速

光スイッチングが可能と考えられますが、  それには

越えなければならない山が幾つか明確になってきた

と こ ろ で す 。  紙数の関係で S E E Dに関しては述べ

足りないところがありますが全体の概要にっいては、

詳し くは参考文献 _41 をご覧 くだ さい 。

参考文献

111 K . K a w a s h im a , K . F u j i w a r a , T . Y a m a m o t o , M .

S igeta  a n d  K . K o b a y a s h i , “ E l e c t r o - o p t i c a l b istab i l i ty

a n d  mu l t i s t ab i l i t y  i n  G a A s / AIA s  super lat t ices  w i t h

d i f f e r en t m i n i b a n d  w i d t h s ” , J p rt. J App1. P h ys. , v o l

3 0 , p p . L 1 5 4 2 - L 1 5 4 4 , ( 1 9 9 1 ) .

121 江崎玲於奈、柿串裕之編著:”  超格子へテロ構造デバイス ”、
工業調査会、 (1988)

13 J . B l e u s e , G . B a s t a r d  a n d  P . V o i s i n , ” E l e c t r i c - f i e l d -

i n duced1oca l i z a t i on  a n d  osc i l l a to ry  e lect ro - optica1
proper t i es  of sem i conduc to r  s u p e r l a t t i o e s ” , P h y s .

Re v . L e t t . , v o 1 . 6 0 , p p . 220-223 , ( 1988 ) .

41 D . A . B . M i l l e r , “ Q u a n t u m - w e 1 1 s e l f - e l e c t r o - o p t i c

ef fect d e v i c e s ” , 0 p t i c a l Q u a n t um El ectron i cs, v o 1. 22,

p p . S 6 1 - S 9 8 , ( 1 9 9 0 ) .
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最近の研究状況

東京理科大学工学部電気工学科教授

元(株)ATR光電波通信研究所 無線通信第二研究室長

赤池  正已

私は1989̃1991年の 3年間光電波通信研究所無線通信第二研究室長と して A  T Rに動務した。  それ以後は

元の会社であるN  T T に戻 り 、  現在は束京理科大学工学部電気工学科に動務している。

私は1969年に日本電信電話公社電気通信研究所に入社以来、 ミ リ波導波管伝送方式、準ミ リ波無線伝送方

式の研究 (主に中継装置、  ミ リ 波 ・ 準 ミ リ 波 デバ イ ス ) 、 電 波伝搬 と ァ ン テ ナの研究 を行つた。  ミ リ 波 導波

管伝送方式、 準ミリ波無線伝送方式は1960年代から1970年代に世界各国で研究が行われた伝送方式で、 将来

の画像も含めて通信需要の大幅な增大に対処するものであった。1 9 7 0年代終りには準ミリ波では2 0GH zを

用いた空間伝搬による無線伝送を、  ミ リ波では約1 0 0GH zまでの周波数の実用化のめどを得ることができた.
しかし、 1970年に低損失の光ファイバ製造の成功、 室温の半導体レーザ発振の成功が報道され、  それ以後は

ミ リ波の実用化研究は、凍結された。電波伝搬の研究ではフェーディング現象の基礎理論に 、また 、アンテナ

では小型アンテナの設計に興味を持つた。

1992年にA T R に 移 つた。 当時は研究室が大阪の京橋のツィンビルにあって、静かな研究室を一歩出る

と 娠 や か な ネ オ ン 街 で あ っ た 。 そ れ か ら 2 ヶ 月 程 で 今 の 精 華 町 に 移 っ た 。  A T R で の研究は 、 M M I C

(Mono l i t h i c  Mi c r ow a v e  In tegra ted  C i r c u i t ) 、マルチパスフェ デ ィ ン グ と そ の等化 、 マ イ ク ロ 波 ・ 光

相互作用デノ、イ スの研究であ る 。 それぞれ 、従来のM M I C に比べて更に 2 桁以上の密度に集積する こ と 、
ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クを用いた波形の適応等化、 マイクロ波 ̃光周波数で用いられるデバイスの開発と通

信システムへの応用の研究を行った。

現在の研究はN T T と A  T Rの研究の延長上にある。現在は、半導体能動デバイス  ( 周波数はマイクロ波

̃ 光 まで ) の動作特性の解析、フ ェ一ディング現象の基礎理論、波形等化の研究を行っている。現在非常に

興味を持つてい る こ と は 、 色々に異なった原因で観則 され る フ ェ一デ ィ ン グが現象論的には同 じで 、  した

が っ て 同 じ 方 程式 で あ ら わ さ れ る こ と 、 ま た さ ら に は 、 ま っ た く 異なった よ う に見え る半導体デバ イ スの動

作 ( 特 に 発 振 現 象 ) と フ ェ ディングさえも同じ方程式で表わされるこ とである 。幾多の新しい発見を得た

19世紀の電磁気学の研究推進の大きな原動力となったのは、 当時の哲学 ( 現象は色々な姿をしていても根底

では相互に関係していて、  それらの原理は一つ で あ る : ラ イ プ ニ ッ ツ )  であった と いわれ る 。  今に発1っ て そ

の考えに感激し 、研究のモッ ト ー と しています。  l一今 さ ら そ ん な 単純 な こ と が い え る も の か _l と 笑 う 人 は

笑つ て く だ さ い 。

さて最後に若千のA  T R論。  A T Rはその生立ち、 研究要員の構成、 予算の出資からして、  世界的にも特

異な特徴を持った研究所だと思います。  それらの特徴がよい方向に作用し、  大きな長所を持つ研究所だと思

います  ( 研究所が自動的によいのではなくて、  研究部門幹部がよい環境作りに腐心しておられる結果である

こ とはい うまでもあ り ません ) 。私 も在任中に何人かの外国人をA  T Rに招待しました 。みな、研究の純枠

さ ( 利益のための研究ではないとい う こ と )  と 研 究効率 ( 重 要 な研究が こ こ で芽生え る と い う こ と ) に 感心

して帰ります。  しか し 、何にでも 2 つの側面があるで し ょ う 。

芽生えた研究をさらに育てて、  も っ と 大 き く 広げ る 、 ま たは実を実 らせ る ( 実用化す る )  と し た ら 、 研 究

の学問的 ・工業的価値がさらに增すでしょ う 。  しかし、研究員の異動によって、同じ研究を続けられない場

合 も あ る 。  その点をどの よ う に考えた ら よいので し ょ う か 。

A T Rの研究にっいて一つだけ述べました。研究員の研究環境 (および ・または日常生活 )  ( こ れ ら は研

究そのものと同様に大切なことだと思います )  に関しても特筆したいことが多々あります。  しかし、紙面の

都合上、機会あらばまた。

.1i0



〇短信

A T  Rでの経験

(株)ATR人間情報研究所

T h om a s  S . R a y  ( ト ーマス レイ )

A T R で 2 、  3年働いてみませんか、  とい う招きを受けた時、  A T Rがどんな組織かも知らない うちに是非

来てみたい気持ちになったのを憶えています。  詳しい条件の交渉に入る前に妻のイザべルも同意してくれるこ

とを確認しなければならなかっただけです。  二人とも心はジプシーの よ う で 、  いっでも新しい冒険の機会があ

れば大歓迎です。イザべルはコス夕リカ人、私はアメリカ人です。

日本 ! 二人 と も日本に来る こ とがあろ う など とは夢にも思つていませんでした。20年間、私はコス夕リカの

熱帯雨林の生物、主に植物ですが、それらの生態系や進化の研究をしてきました。蝶、甲虫、蟻などにも角虫れ

てきました 。  コスタリカのジャングルから日本の技術研究セン夕一へや っ て 来 る こ と に な ろ う と は 何 と い う め
ぐ り合わせでし ょ う 。

人間情報通信研究所では、 全地球的なイン夕一ネットの上でデジ夕ル生物が複雑化・多様化する、  進化のた

めの環境 ( 生態系保護地 ) を創造する とい う研究を進めています 。  こ の研究にい く っかのア メ リ カの コ ン

ピ ュ一夕 ・ メ ーカーだけでな く 、 グ レー ト フ ル ・ デ ッ ド ( ア メ リ カ の ポ ピ ュ ラー ・ ミ ュー ジ ッ ク ・ グ ループ)

まで出資しているとは !  これは余談ですが。

コスタリカから日本に来た時の落差を想像してみてください。  この全く隔たった二つの文化、 ある意味でこ

の二つの文化は様々な文化のスぺクトルの両極端にあると言えるでしょう。

私達は自分が育つた社会の文化という偏りの中で生きていますから、  文化を比較する時には客観的な比較は成

立ちません。 どんな文化に対しても好きなところと嫌いなところがあるのは当然です。  私にとって日本は非常

に文化的な国ですし、  日本人の平和に共存できる能力には非常に敬意を持つています。 強盗などにいつ襲われ

るかもしれないと常にガー ドしておかなければならない社会と比べると何と心の休まることでしょ うか。  と こ

ろが、  皮肉なことに日本の社会では人間的な暖かみをあまり感じることがありませんでした。  日本に来てから

14か月たちますが、日本の家庭におじ ゃ ましたのは1度きりです。日本に来る 3か月前に娘のアリ ェ ル ・ ア イ

ビーがコス タ リ カで生まれました 。  赤ん坊を連れて日本に来ることができたのは幸いでした。  ア リェルが人と
の隔たりを取り除く働きをしてくれたのです。  日本人はアリェルを 「 とて も可愛い 」 と言って くれますが、耳
のピアスには驚きます。私達は、  ア リェルを連れて歩くとどこに行つても人々が非常に気さくで、心を開いて
くれることに気付いたのです。  「団地生活」 は小さな子供には行き届いた生活の場です。 私達の住む「団地」

ではほとんどの家族が小さな子供を持つています。  「団地」 には大変素晴らしい遊び場がありますし、  いくっ

か私達がここに移つてからできたものもあ り ます 。  もちろん、 親達は子供が知らない人に危害を加えられるな

どと不安になる必要もないのです。  欧米人はよく、  欧米の国にいる方が自由な気分だといいますが、 私は何の

不安もなく暮らせるこ との方がはるかに自由だとい う こ とを知りました 。

それにもちろん、  A T Rの存在があります。  ATRは研究をするには非常に素晴らしい組織だと思います。

基礎研究と応用研究とがうまく調和しています。私の上司の下原さんは、下で働く者にとっては優れた方です。

私達の新しい進化システム研究室を創り出そうというビジョンのもと、優れた研究者のチーム を ま と め 、 ま た

研究への支援を獲得するリーダーシ ップ も持つておられます。私にとって、学生を指導したり、管理者的な仕

事をする責任もなく、研究に全力を投入することができるのは非常に素晴らしいことです。  もちろん、  設備も

最高ですから。  も う一つの点は来訪者が非常に多く、そのことが研究生活を常にフレ ッシュで活気に満ちたも

のにしていることです。日本に来て、そのバイ夕リティには驚き通しです。日本に来る前は、日本は保守的と

言う意味で伝統を重んじる国だろう と思つていました。  確かに伝統を重んじる国ですが、 同時に喜んで新しい

試みを受け入れ、新しいアイデァに財源を投じることができる国だというこ と も知りました。  こ の よ う な冒険

精神はある意味で私が欧米で知つている冒険精神よりもはるかに抜き出たものがあります。  関西はェキサ イ
テ ィ ン グ で 、  住むのにもいいところです。  この土地に一生住み着くのもいいなと思いますが、  その決心を固め

る前に私の日本語能力を相当向上させなければいけないでしょうね。
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A T R科学技術セ ミ ナ ー を 開 催

ATRでは、  第一線の研究者の方をお招きし、 その分野の最新の動向等を講演いただく A T R科学技術セ

ミナーを開催しています。93年9月、人間情報科学の分野から第1回を開f控し、94年5月から、光電波科
学・音声言語処理技術の分野も加えました。 毎回多数の参加をいただき、 講師との活発な討論も行われ、

それぞれの先端分野の研究情報交流の場と して定着してきています。

第16回 94年10月18日 ( 人間情報科学

A - L i f e ( 人工生命 )  と C  Gの最新動向
ー 「 A - Volut ion _1 創造の現場一

第13回 )  草原真知子 (東京工芸大学)

Chr i s ta  S o m m e r e r ( シ ュ テーデル大学/NC S A )

Loauren t  Mignonneau  ( シ ュ テーデル大学/N C S A )

セ ミ ナ一初めての試み と し て アー トの分野から、  草原先生、  ソ ム ラ 一先生、 ミ ニ ョ ノ 一 先 生 に 、  人工

生命と C Gの最新動向にっいてご講演いただきました 。

C G で 作 り だ さ れ 環 境 に 反応 し て 進 化 す る 水 中 人工生物 と 人 間 と の イ ン タ ラ ク テ ィ ビ ィ テ ィ や コ ミ ュ

ニケ ー シ ョ ンの新 しい可能性を予感 させ る 「 A - V o l v e _1 のデモ、  ロ ポ ッ ト 工学や人工知能などの研究

の中で培われたC G要素技術を新しい視点から応用する 1- A - L i f e アー ト 」 の 研究動向 、 な ど を ご紹介

いただ き ま し た 。

3次元の生きものが手の動きに反応する  「 A -vo lve _ の例

第17回  94年10月19目 (人間情報科学第14回 )

聴 覚 的 イ メ ー ジ、 聴覚的表象および聴知覚の空間

R o y  P a t t e r s o n教授のご講演

R o y  Patterson ( M  R C )

英国M  R C のパ夕一 ソ ン教授に よ り 、  こ れ ま で

聴覚心理の研究において軽視されてきた、  詳細な

時間情報が音色の知覚に大き  な影響を及ぼす現象

の紹介 、 それ ら の現象を説明で き る l一新しい確覚

イ メ ー ジモデル _1 の提案、などの聴覚研究の最新

動向にっいてご講演をいただ き ま し た 。



第18回 94年11月14日 ( 音声言語処理技術第 3回 )

技 術 に お け る 基 礎研究 と プ ロ ジ ェ ク ト

束京大学の測教授をお招きし、  基礎研究

テーマの選定の在り方、  基礎研究プロジェ

ク ト の 運 営 方 法 な ど にっ い て 、 電 総 研 ・

1 C  0 T在職時代の経験を踏まえ、示唆の

あ る ご 講 演 を い た だ き ま し た 。

第19回  94年11月16日 ( 人間情報科学  第 1 5 回 )

立体視の メ カ= ズムの理解を目指して

Ian P .H o w a r d 教授のご講演

渕 一博 ( 東 京 大 学 )

測 一博教授のご講演

l a n  P .How a r d  ( ヨー ク大学 )

立体視の学問的考察はュー ク リ  ッ ド に 始 ま っ て い た  ( 一方
の眼がも う一方の眼には見えない三次元物体のある部分を見

て い る と い う 、 遮 蔽 に よ る 奥 行 き 手 が か り を 指 摘 ) が 、 そ の

メ カ ニズムが解明されだ したのは近代になってか らであ り 、

両眼視差に関する基本的なこ とが ら 、  水平視差が奥行き感を

生み出す こ と の解明 を経て 、 両眼視差のない ( ユー ク リ ッ ド

が指摘した )  遮蔽手がか りが どの よ う に奥行き感を生みだす

か、 また垂直視差が奥行き知覚のためにどのよ う な役割を果

たしているか 、  など最新の研究成果までをご講演いただきま

した。

第20回  94年12月20日 (光電波科学 第 2 回 )

水-,許伝 ; ス テ ッ プ 周波数方式 レーダ
一地中レーダ か ら 3 次 元 レーザ 。 マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン ま で 一

マ イ ク ロ 波 ・ 音 波 ・ 光 波 の 3 領 域 に わ た っ て 応 用 さ れ て

いるステップ周波数方式レーダの原理 ・概要を分か りやす

く 説明いただいた後 、 マ イ ク ロ波地中レー ダの応用例とし

て 、 空 中 か ら の 氷 の 厚 さ の 測定 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク 爆 弾 の 探

索 な ど 、  さ ら に 、 現 在 研 究 開 発 中 の 光 波 を 用 い る 3 次 元

レーザ ・ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン にっいては実演を含めてご講演

いただき ま した 。  随所にいろいろな逸話や苦労話を交えら

れ、  ユーモ ア た っ ぶ り に お 話 し い た だ き ま し た 。

飯塚啓吾  ( ト 口 ン ト 大 学 )

飯塚啓吾教授のご講演

1 月以降の開催予定は下記のとおりです。  今後の開催案内は電子メ ール - 郵便で直接関係者にお知らせ
致しますので、  多数のご参加をお願いします。

第21回 95年1月18日 (人間情報科学第16回)

脳にお け る 物体認識 そ の 1  ; 合 同講演

第22回95年1月20目 (人間情報科学第17回)

脳における物体認識  そ の 2  ; パネル討論会

第23回95年4月12日 ( 音声言語処理技術第 4回 )

自然発話音声の韻律とその計算モデルの研究動向

l r v i ng  B iede rman  ( 南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 )  他

Tomaso  P o g g i o ( M I T ) 他

藤 崎 博 也 ( 東 京 大 学 ) 他

[お問い合わせ先]  A T R 科学技術セ ミナ一事務局

人間情報科学担当 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - ma i l : m i e k o@ h i p . a t r .co . j p

光電波科学・音声言語処理技術担当  F AX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9 , E - ma i 1 : s em一通@ct r .a t r . co . j p
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A T  R 通 信 ソ フ  ト ゥ ェ ア 工学国際 ワー ク シ ョ  ツ プを開催

(ATR InternationalWorkshop on Communications Software Engineering)

ATR通信システム研究所主催の通信ソフトゥェア工学国際ワークショップが、  昨年10月20日 (木 )  と21

日(金)の2日間にわたり開催されました。この分野の第一線で活躍している100名以上の研究者が参加

し、活発な議論力、行われました。

マルチ メデ ィ  ア サー ビ ,ス や I N サー ビスなど、  通信サー ビスは拡大の一途を辿つており 、  通 信 サー ビ

スの早期提供のために、 通信 ソ フ ト ゥ ェ アの生産性向上が必要 と されてい ます 。本 ワー ク シ ョ ッ プ は 、

そのための技術である仕様記述手法、  仕様検証手法、 仕様からのプログラム生成手法等をテーマに開催

さ れ ま し た 。会議では 、オハ イオ州立大学  ミ ン グ ・ リ ュ 一 教 授 、 イ リ ノ イ 大 学  ジ ェ フ リ ー ・ ツ ァ イ

教授、スェ一デン王立工科大学  ェ ン ・テュグ教授、ベルコア社  ナ ン シー ・ グ リ フ ェ ス 博 士 、 京 都 大

学 松本吉弘教授、大阪大学 角田良明助教授など をは じめ と し て 、 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア工学分野の第一

線の研究者によって、最新技術や将来動向に関する 1 4件の講演、発表が行われ、  さ ら に A  I 技 術の適用

を含めた重要な提案、活発な討議、興味深いデモも行われました 。

M i n g  L i u教授の講演模様 E n n  T y u g u教授のデモ模様

◆主 催 A T R 通信システム研究所

◆日  時 1994年・10月20日 ( 木 ) ̃ 2 1 日  ( 金 )

◆場 所 A T R大会議室

◆ 参 加 者  上記講師の他、国内外の大学、研究機関を中心に11 2名が参力[



第 7 回 A T R研究発表会を開催

昨年11月15日に第7回A T R研究発表会を開催いたしました。 A T Rグループ各研究所の最新の研究状況

を講演、ポス夕一セッション、デモンストレー ション等により紹介し、多くの見学者と意見交換を行うな

ど盛況のうちに閉会いたしました。

A T R研究発表会はA  T R グ ループ各社の最新の

研究成果をご報告する場として 、  毎年開催してきた

も の で 、 今回で早 7 回 を数 え る に至 り ま し た 。 前回

の ア ン ケー ト か ら 、 少 し で も 多 く の ポ ス 夕 一 セ ッ

ションをご覧頂くために開催時刻を 3 0分早め9時 3 0

分 か ら と い た し ま し た が 、 そ れ で も ロ ビーには開催

をお待ち頂く見学者があふれ、  日頃お世話にな っ て

いる企業、大学等から約 7 0 0名の参加を頂きました.

当日は総括講演6件、  テーマ発表 6件 、  62件のポ

ス タ ーセ ッ シ ョ ン を 行 い ま し た 。
総括講演

すでに成果管理会社に移行  してい  る 自動翻訳電話研究所及び視聴覚機構研究所の研究を商品化 した  も

の に つ い て も 、 デ モ ン ス ト レー シ ョ ン 及 びパ ン フ レ ッ ト に よ り 紹 介 い た し ま し た 。

ポ ス ターセ ッ シ ョ ン  (音声研 ) ポス タ ーセ ッ シ ョ ン  ( 開発室 )

一部の新聞では、 研究発表会の内容が報道され、  終了後のアンケー ト で も概ね好意的なご意見を頂き

関係者 一同 ホ ッ と し て お り ま す 。

テーマ発表お よびポ ス夕一セ ッ シ ョ ン で頂いた ご質問 、  ご意見を良い刺激として 、今後の研究に活か

し て い き た い と 考 え てお り ま す 。

]15



o重營

★勲三等旭日中緩章  ( 1 9 9 4年11月14日 )

国際電気通信基礎技術研究所の目裏代表取締役社長は昭和25年以来の郵政事業等に対する業績を認め

られ、 1 1月14日に動三等旭日中綬章を受章しました。

★平成 5年度日本神経回路学会研究賞  ( 1 9 9 4年1 1月1 0日 )

受 賞 論 文 受 賞 者 所 属

ATR人間情報通信研究所研究員

室 長

内 容

この論文は電子情報通信学会信学技報NC92-

125 ,p.237-244(1993年3月)に掲載されたも

ので、 表面筋電信号から関節角加速度を推定す

るモデルを獲得した結果と、 その神経回路モデ

ルにより人腕の平面連動の軌道を生成した結果

にっいて報告したもの。

神経回路を用いた表面

筋電信号からの人腕の

軌道生成

小池 康晴

川人 光男

モジュール学習による

三次元物体の認識と類

別

鈴木 敏

安藤 広志

ATR人間情報通信研究所研究員

主任研究員

1l凶の視覚系における3次元物体認識に関する論
文であり、複数の3次元物体を2次元射影像か

ら教師情報なしに認識・類別するネットヮー ク

モデルを提案した。 このモデルを用いた計算機

実験から、 視点方向に等価な内部表現の存在が

確認されるなど、いくっかの興味深い結果が得

られている。

★平成 5年度日本神経回路学会論文賞  ( 1 9 9 4年1 1月1 0日 )

受 賞 論 文 受  賞 者 所 属

電子技術総合研究所 主任研究官

首席研究官

ATR人間情報通信研究所研究員

室 長

内 容

この論文はNature Vo1. 3 6 5 , P a g e 5 0 - 52,
(1993年9月)に掲裁されたもので、生物の滑

らかな動作は小脳があらかじめ筋肉の動きを予

測して制御しているためであり、 その機能を小

11 l111のプルキンエ細胞がっかさどるということを
明らかにしたもの。

Inverse - Dynamics
ModelEye Movement
Controlby Purkinje
Ce11s in the Cere -
be1lum .

設楽 宗孝

河野 意二

五味 裕章

川人 光男

★人工知能学会 1 9 9 4年度研究奨励賞 ( 1 9 9 4年1 2月1日 )

受 賞 論 文 受 賞 者 所 属

ATR通信システム研究所客員研究員

主任研究員

主幹研究員

室 長

内 容

本研究は言語的表現と手振りを用いて3次元仮

想物体を生成・編集するための技術に関するも

のである。 本報告では、 オぺレー タの意図を知
識レベル、 シンボルレベルの2レベルのオント
口ジーを用いてグラフィクスに反映させる手法

にっいて述べており、人とグラフィクスの新し

い対話方法として評価できる。

3次元物体の生成、 修

正や操作に関する対話

的概念獲得方法

ンュリAティへリノ
安部 伸治

宮里 勉

岸野 文郎

A Massively Paralle1
Associative Approach
for Rea1 - Time Spoken
Language Translation
Systems

大井 耕三

隅田英一郎

Jared Saia

古瀬 蔵

飯田 仁

樋口 哲也

ATR音声翻訳通信研究所研究員

主任研究員

ニュー メキシコ州立大学 研究員

ATR音声翻訳通信研究所主任研究員

室 長

電子技術総合研究所 室 長

翻訳例 (用例) を活用する翻訳手法において、

計算量の多い用例検索処理を超並列連想プロ

セッサ上で高速化し、大量で多様な用例に対す

る実時間検索を可能とした。 話し言葉の実時間

翻訳の可能性を示した論文として評価される。
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e学研都市あれこれ

松下電器産業株式会社中央研究所

所長  新田  恒治  氏 に 聞 く

昨年4月、 グローパルな視点に立ち, 人・社会・世界との共存を目指してオ ープンされた松下電器産業中

央研究所(京阪奈新棟)。今回は、新田中央研究所長にお話を伺いました。松下電器産業の取締役・研究

本部長を兼務されている所長は、毎日お忙しい中、少し時間がある時に一人でゆっくり考えることが、頭

の切り換えにっながるとおっし ゃっていました。とてもェネルギッシュで、お話を伺つているこちらまで

元気で楽しくなってくるような、大変有意義な時間を過ごさせていただきました。

☆松下グループ全体の研究開発体制における中央研究所の位置付けをお教えく  だ さい 。

現在、国内15万人・海外10万人、計25万人以上の従業員数で、売上高も国内50%海外50% (輸出、現

地生産も含む )  と な っ て い ま す 。  ま さ に 、 国内か ら世界に向けて グ ローバルな展開 と な ってい る中で 、

技術開発・商品 ・お客様とのっながりを考える必要があります。 8 0年代から 9 0年代にかけて世界中がド

メ ス テ ィ ッ ク か ら グ ローバルへと変わって行きま したが 、その背景には 、  コンピュ一夕一を中心に通信

技術 ・ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技術が融合 してt貴報 化 社 会 と な っ て き た こ と が あ り ま す 。 そ う い う 中 で こ れ ま
では欧米の商品に学び、追いっ く とい う形で来ましたが 、  これか らは 、  日本発の新しいコンセプ ト - 技
術を打ち出していかねばなりません。  つま り 、研究開発が文字どお り経営基盤となってきたわけです。

要するに 、  中央研究所は10年先、 2 0年先の成果を考えて “将来事業をさ さえる研究開発の軸 ”  で な け れ

ばな り ません 。

☆中央研究所新棟を関西学研都市に設けた意義 ,  狙いをお教え くだ さい 。

中央研究所は昭和28年に創立され、  旧中央研究所の建物が出来たのが昭和38年です。 しかし、  既 に30

年が経過し、設備を含め研究内容等の変化に伴い、研究所の中を変える必要がありました。  けいはんな

の中央研究所は、  東京にある松下技研 と と もに 、  10年、 2 0年先の成果を目指しています。 かっては、  物

理学 ・ エ ネル ギ一中心の工業化社会でしたが、 8 0年代後半より通信 ・コンピュー ター ・ エ レ ク ト ロ ニ ク

ス技術を使つた情報化社会 と な り ま し た 。  こ れか らは 、生物学的分野が産業の要 とな ってい く で し ょ う 。

それは 、単なる植物学 ・動物学 といった生物学ではな く 、  も っ と広い意味での生物学 ・バ イオサイェ ン

スが新しい産業革命を担つてい く と 思 い ま す 。  この広い意味での生物学は日本ではまだまだト ー タ ラ イ

ズされていません。ひとっの l1l 且 い と し て 、 生物に学ぶ と い う こ と か ら ヒ ン ト を 得 て 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス

を ど う 展 開 し て い く か 、 物 理 学 と ど う ド ッ キ ン グ さ せ て 新 し い も の を 作つ て い く か が テーマ と な る で

し ょ う 。  こ れ を実現 させ る ための一環 と し て 、  けいはんなの中央研究所を設けたといえます。

☆企業における基礎的あるいは基盤的研究の役割とは何でしょ うか 。

企業において、  研究と経営は切り離しては考えられません 。  研究が種から実際に事業になるまで1 0年

はかかります。研究開始から 2 0年先くらいを考えておく必要があります。  しかし、最終的なものが出来

る途中で他の製品ができた り も し ます 。ひ と っ当てる と 、随分応用が広が り ます 。企業は=ーズを多く
持ってお り 、種を探してそれを=一ズ と合体させて商品化を図つて行きます。企業ならではの部分ですね。
★ ポーダ レ ス テ ク ノ ロ ジー と い う こ と を 提 唱 さ れ て い ま す が ,  一ロに 言 う と ど う い う こ と で し ょ う 。

人種の違いなど研究者には国境はありますが ,  研究 ・技術に国境にはあ り ません 。一方 、学際的とい

う こ と が 言 わ れ る よ う に、 従来の学問分野を超えた連携が必要となっています。技術が単なる技術では

な く 、世の中全体の動きの中でど う か 、  と い う こ と を 知 る た めには人間研究を行な っ ていかねばな り ま

せん。 技術や学問の世界と人間の世界がボー ダ レ ス 化 し て い る と い う こ と で す 。

★所長の も と も と の ご 専門は何で し ょ う 。

物理化学です。会社へ入ってか ら セ ラ ミ ッ ク です 。 本当は電気が好 きだ っ たんですが 、電気を学ぶに
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は材料を知 らねば発展性がないと親にいわれ、  苦手な化学を選びま  した。

当時、昭和 3 0年代には、電気より化学の方が人気がありましたが、私は ,  電 気 が 得 意 と い う こ と と 、 電

気の会社で材料を知つてい る と重宝が られ る と い う 理由で松下を選びま し た 。

★最近 、学生の理科系離れ とい う こ と が よ く言われますが 、  ど う お 考 え で し ょ う 。

理科系離れと言われている現象は、  日本の産業構造の変化によ る もので し ょ う 。 今は 、技術屋も含め

て サー ビス産業が花形となっていますが、  それだけでは将来やっていけません。  バ イ オ ・ 資 源 ・ 環 境 を

考える化学や電気の分野が大事になってきています。  た と えば 、  高齢化社会がすすむと と もに 、  心理学

や医学を学んだ人もェ レ ク ト ロ ニ ク ス に 入 っ て く る の で は な い で し ょ う か 。 バ イ オ サ イェ ンスに基づく

新しい産業がおこって くれば、理科系へ学生が戻って く る で し ょ う 。 理科系離れを心配は し てい ません

が、科学の重要性をアピールし続ける こ とが必要です。今までの科学ではな く 、生物に学ぶ科学。子供

た ちがわ く ゎ く す る よ う な 科学の夢を見せてあげねばな り ま せんね 。

★ A  T Rへの期待 、 希 望 が も し あ り ま し た ら 。
自動翻訳など色々とお世話になっています。  A T Rは、 1 0年前の発足の頃から私のイメ ー ジに近いで

すね。 進化を旗印に自由な発想で研究をすすめていただきたいと思います。  2 1世紀も隆々と栄える運営

で 、  1 0年後の2 0 0 5年ぐらいには世界の発進基地であるように進化しっづけることを望みます。
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0学研都市 ・あれ1ごれ

学研都市フェステ ィ バ ル ' 94 閉幕

- ATR施設開放に400 0人。  ソ ー ラ ー 自 転 車 競 走 や 研 究 者 に よ る オ ー ケ ス ト ラ 演 奏 も 一

9月20日から11月20日までの2 カ月間にわたって、  A T Rの筋向かいの学研記念公園とけい

はんなプラザを中心に関西文化学術研究都市のオ ープ ニ ン グ を 祝 う  「 学 研 都 市 フ ェ ス テ ィ バ

ル ' 9 4 」 及び 「全国都市緑化き ょ う と フ ェ ア 」 が同時開催されま した 。

この 2カ月間に1 6 9万人の入場者があり、大いに娠わいました。  A T Rでは近隣の研究所と

歩調を合わせて延べ6日間の施設公開日を設け、  この間合計4000人にのぼる見学者がA T R を

訪れま した 。

1 0 月 4 日か ら 8 日にかけては 、  フ ェ ス テ ィ バル会場内のけいはんなプ ラザで 「 けいはんなテ

レ コ ム フ ェ ア  情報通信機器展 」が開催され、  これには15, 0 0 0人の入場がありました。 こ の テ

レ コ ム フ ェ ア に A  T Rは臨場感通信会議システム、  音声翻訳システムなどを出展し 、  入場者の

注 目 を 集 め ま し た 。 テ レ コ ム フ ェ ア 期 間 中 は 、 スー ツ に ネ ク 夕 イ 姿 の ビ ジ ネ ス マ ン が フ ェ ス

テ ィバル会場にあふれ 、  カ ジ ュ アルな装いの一般入場者と好対照を見せました。

1 0月 9日には、  「 ソー ラ一自転車けいはんなグ ラ ンプ リ 」 が会場前の精華大通 り と A  T R の

グ ラ ン ド を 舞台に開催 さ れ 、  全国から68チームが参加して太陽電池で動く自転車の走行距離や

タ イ ム を競い ま し た 。  A T Rから もキャンベル主幹研究員などのチームが参加し、優勝は逃し

たものの審査員特別賞を受賞して大いに盛り上がりました 。

11月20日、 A T R を 中 核 メ ン バー として多数の学研都市の研究者や住民が参加した 「けいは

んな学研都市オー ケ ス ト ラ _1 に よ る  「未完成交響曲」 の記念演奏などを最後に、  この地区未曾

有の規模で展開 された学研都市フ ェ ス テ ィ バルは幕を閉 じ ま し た 。

1;9



〇研究成果展開

アルツハイ  マ一病診断用頭部  。 眼球運動分析システムの開発
一目の動 き で アル ツハ イ マ一病を診断する新システム開発一

(株)国際電気通信基礎技術研究所は、 ( 株 ) A T R視n書l覚機構研究所の研究成果を活用した「アルッハイ
マ一病診断用頭都・眼球運動分析システム」を試作開発し、平成7年4月の販売開始に向け鋭意準備を進

めています。

本シ ス テ ムは注射な どに よ る苦痛を伴 う  こ と な  く 、 また間診などによ る主観的判断によ  らず客観的に

脳機能に関係する疾患を診断するための分析システムです。

被験者の眼球の動き、  および頭部の動きから演算によ り視線を検出し 、  その特徴的な動きを分析する

こ と で 、  アルツハイマ一型痴果症などの月lま1機能に関係する疾患の進行度、 およびその可能性を判定しま

す。

頭部 ・ 眼球運動の特性は新 し く 開発 し た 「 分 析 ソ フ ト ゥ ェ ア 」 に よ り 容 易に 、 か っ素早 く 分析で き ま

す。  なお、  開発にあたっては札幌医科大学、  N H K放送技術研究所の協力を得ています。

(視線検出原理)

眼球の動きは、  角膜をはさんで 2個の受光素子と中央に発光素子を配し、  目に弱い赤外光を照射し、

黒目と白目の反射光量差を利用して検出し、頭部の動きは、回転、平行移動の各 3自由度、計 6自由度

を 磁気 セ ン サ に よ り 検 出 し て い ま す 。

( 特徴 )

①頭を固定せず、  体を自由に動かしても視線の動きが両眼同時に検出できます。

②頭部運動と眼球運動による視線の動きを同時に測定 ・表示できます。

③視線分析部を商用電源より絶縁する等、  医療機器認定取得を考慮しています。

④分析 ソ フ ト ウ ェ ア を 組み込み 、 頭部 - 限球運動の特性が容易に、かっ迅速に解析できます。
( 用途 )

アルツハイマ一病診断に代表される医療診断 (精神科、神経内科、脳外科、  限科 な ど )  の他に、心理、

生理実験 (幼児の発達過程、疲労の分析など )および自動車、建設、デザイン分野など幅広い応用が考

え られ ます 。

(今後の予定)

平成7年 4月上旬を目途に販売開始予定です。



( シ ス テ ム構成 )

頭 部  ・ 眼球運動検出センサ ( 視線分析部 )  ( 処理部 )

ア ル ツ ハ イ マ一病診断支援システム

〔お問い合わせ先〕  ㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部 開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 9 5  1193 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5  1179
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視線方向検出装置  特願平03-132850 〔登録番号1877281〕

頭部と視線の動きを応用  した諸制御系において、  それぞれの移動方向、 移動速度、 移動開始情報を利

用した連動系によ り構成される視線方向検出装置である。  視線の動きにっいては継続的に移動する際に

方向移動成分を検出して方向異方性を示すことに基づいて適応的に平滑化フィル夕一を切り換える方式

をも含むことを特徴とする視線方向検出装置。

視線情報制御装置  特願平03-221462 〔登録番号1877282〕

視線の動きを利用  した諸制御系において、  操作する者の意図に沿つ  た視線連動系を実現する方法であ

る 。  視線の動きに含まれる跳躍運動をはじめとする不随意的な成分を緩和するために、 カルマ ン フ ィ ル

夕一を用いて随意成分に近い平滑化された変位量に換算し、  また、  動き速度と曲率に関する評価関数か

ら注視点を検出し、  この状態である間は、  揺らいでいる注視点列内から代表点を抽出して連動系に送信

するといった特徴を有する視線情報制御装置。

画像の2 値化処理方式 特願平02-222071 〔登録番号1840630〕

エネルギー関数を最小化する緩和型神経回路モデルによ  り 、  濃淡画像を 2値または多値化して効率的

に表現する方式である。主な特徴として局所並列処理が可能、  既存方式 ( 組織的デイザ法 )  で み ら れ る

テ ク ス チ ャ ーがない 、  文字と濃淡画像が混在していてもそれぞれの特質に応じた 2値化が可能等、  で あ

る 。

画像の領域分離 2 値化処理方式 特願平02-233562 〔登録番号1840631〕

本方式は画像の局所的特徴に応じた 2値化を行い、文字部等本来 2値からなる画像の輪郭がぼけると

い う画像の劣化要因を除去するこ とによ り従来方式に比して高速で最適な 2値化処理を可能とする効果

が あ る 。

A T R の取得した特許  ・ 実用新案権は有償で利用できます。  これらの特許権等の実施およびノ  ウ ハ ウ

の供与については下記にお問い合わせ下さい。

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 9 3  F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9



e所員往来

平成6年 1 0月  2 日 よ り  1 2月末日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( 但 し 、  6 ヵ 月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 A T R所属 氏 名 出向元等

H 6 .  10. 3

10. 5

10. 5

10. 17

10. 16

( 光 )無線通信第一研究室  客員

( 通 )知能処理研究室  客員

(通 )知能処理研究室 客員

( 国 ) 経理部担当課長

( 光 )無線通信第一研究室  研究員

Ab d e s s e l a m  K . D jed i d

Wa i  T . M . L e u n g

A m y  Wei . Ch i n g  Ye e

池谷  喜章

関ロ 高志

C R L

ウ ォ 一 夕 一ル大

サ イ モ ン フ レーザ一大

住友銀行

三菱電機

退職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R 所属

H 6 .  10. 28

10. 31

11. 30

ト ロ ン ト 大

E N S T

さ く ら 銀 行

日本ビク ター

Y H  P

オハイオ州立大

ロ ツ ト マ ン リ サーチ

三菱電機

Da v i d  Dr a s c i c

P i e r r e  H u d r y

芝野 和祥

似鳥  耕一

溝口  潤一

K a r a n s h e r  S i ngh

Rob e r t o  Cabeza

千葉  勇

A n d r e w  Sm i t h

M a r k  S e l i g m a n

Kev i n  M u n h a l l

甲斐  千尋

(通 )知能処理研究室

( 音 ) 第三研究室

( 国 ) 経 理 部

( 光 )通信デバイス研究室

( 人 )第六研究室

( 通 )知能処理研究室

( 人 )第二研究室

( 光 )無線通信第一研究室

( 通 )知能処理研究室

( 音 ) 第四研究室

( 人 ) 第四研究室

( 国 ) 総務部秘書室

12. 15

12. 20

12. 21

12. 28 ク イ  ンーズ大

(凡例 )  ( 国 )  : (株 )国際電気通信基礎技術研究所

( 通 )  : ( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム研究所

( 音 )  : ( 株 ) A T R音声翻訳通信研究所

( 人 )  : ( 株 ) A T R 人間情報通信研究所

( 光 )  : ( 株 ) A T R 光電波通信研究所
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編集後記

A T Rジャ ーナルが体裁を新たにしてから本号で早く も

4号目となりました。春から夏、秋、冬と季節も一巡、よ

り楽しく、ためになるジャーナルを目指して、編集関係者

一同、屑蘇で大いに鋭気を養つたところであります。

昨年の関西といえば、猛暑のもと、折からのマルチメディ

アブームに乗つてB  B C C と P N  E SのF  TT0、F  T T H

実験がA T R周辺で開始され、 秋口には関西国際空港が開

港、 また、秋の学研都市フェスティバルも盛況裡に終了す

るなど、確実な一歩を刻んだ年でした。

関西ブームという言葉まで聞かれる昨今ですが、 関西の

一員A T Rは地道に学研都市からの情報発信に努めていく

ほかはないのではないか、 そんな風に感じています。

ともあれ、本年が皆さんにとって良い年でありますように。

ATR  Journal第18号 1995年2月1日発行

e発行・編集  株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2T目2番地

(0774)951111(大代表)

e製 作 学会センタ一関西

e定 価 300円(税込・送料別)

本誌記事の無断転載を禁じます。

o1995 (株)国際電気通信基礎技術研究l1所



ATRグループのご紹介

成集管理会

o%
-

-

．一一一一
7

-
．
'
'

出

ATRグループは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産・学・官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、  既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている2つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の7つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70% 、 民間約140社からの出資30%で構成されてい

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペース・研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに2成果管理会社に対する

研究成果の管理・販売などの各種の支援を行つていま

す。

ATRジャーナル担当宛

ATR Journal

FAX(0774)95 1178

いずれかに ,/をお願いします。
口新規購読申込口変更連絡口ご意見など

フ リガナ

お名前

送り先
送

付

先

0

会社名

部署名

Te1

ご意見
ご要望

ATRジャ ーナルの送付希望または送付先変更、 ご意見、 ご要望等をお寄せ

下さる場合は上記にご記入のうえFAXでご送付下さい。




